
【取組内容①】「個別最適な学びと協働的な学び」の一体的な充実

川崎市立南河原中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

校内授業研究会テーマ：「教科の楽しさやよさを実感して、粘り強く考える生徒の育成」

個別最適な学びと協働的な学びを充実させる端末活用について、校内授業研究会を通して先生方が意見を交わした。
生徒自身が端末に記録した振り返りを活用する取組や、生徒が主体となって進める学習形態を積極的に取り入れた。

一斉授業の中での端末活用をイメージしていた先生方が、校内授業研究会でお互いの授業を見
せ合いながら、個別最適な学びと協働的な学びを充実させる端末活用について意見を交わして
いったことで、少しずつ生徒主体の端末活用、授業形態が行われるようになっていった。

保健体育の授業では、マット運動で行った技の難易度や、
ポイントとなる技能を生徒自身が確認したことで、自ら
の学習活動をより具体的に振り返る姿が見られた。

【先生方の学び】
「GIGA端末を使った授業は、先生主導ではなく、子どもが主役となって
授業をしていくことが必要だと感じた。先生はあくまで補佐として役割
としてサポートし、子どもたちが自由に表現できるようにしていくこと

が必要だと感じた。」（高橋純教授のご講演を聞いた感想より）

理科の授業では「高い音
や低い音を出すためには
どうすればいいのか」、
端末を使いながら一人で
じっくりと考える生徒が
いたり、端末で情報共有
をしながら友達と一緒に
考える生徒がいたりした。

研修では、これまで
美術等で行われてき
た学習形態は、複線
型の授業モデルにな
るとのヒントを得た。

校内に掲示されていた生徒の美術作品


